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※周辺地域における調査箇所は備考欄に示す。

注1） 「ＩＤ」「公開レベル」「保管形式」「保管場所」については記入しないこと。

注2） ドロップダウンリストから該当する項目を選択すること。

注3） 該当する項目の□をクリックし、チェックを入れる。

ID注1）

櫛石山
<気温・地温>
2014年における月平均気温は過年（2008年～2013年）の月別平均気温の推移と比較しても著しい変化は認められず、7月
に19.6℃と年内で最も高い気温を記録した。月平均地温は8月には18.5℃と1年を通して最も高い値を示した。
<積算雨量>
2014年においては7月で最も多い245.1mmの降雨が確認されたが、6月中旬から10月17日までの期間、雨量計のゴミのつ
まりにより正確な測定が行われていない可能性がある。
<積雪>
2014年においては2015年2月15日に最も深い4080mmの積雪が確認され、その後2015年5月17日頃まで積雪が確認され
た。
　
二ツ森
<気温>
二ツ森の気温については、データーロガーの不具合により、誤差が生じている可能性がある。2014年における月平均気温は過
年（2008年～2013年）の月別平均気温の推移と比較しても著しい変化は認められず、7月に14.8℃と年内で最も高い気温を
記録した。
<積算雨量>
2014年においては、8月で最も多い554.5mmの降雨が確認された。
<積雪>
2014年度においては2015年３月13日に最も深い4543mmの積雪が確認された。その後2015年5月26日頃まで積雪が
あったと予想される。
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12月 ※1
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平成26年度白神山地世界遺産地域およびその周辺地域における気象観測成果報告書

資料形式注2）

3月

前回ID

報告書

公開ﾚﾍﾞﾙ注1） 131105

結果概要（スペースに収まるように入力してください）

目的・調査手法

毎年 ―

Ⅰ 大区分注2）

―通年

緩衝地域

GPS等の位置データあり

小区分注2）1

委託機関環境省　東北地方環境事務所

区分注2）

調査期間3月1998年 ～2014年 1月

調査箇所・範囲注3）

調査時期注2）

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画 2012年3月

調査頻度注2） ―

<櫛石山>
計測開始:2003年10月
測定項目および間隔:
外気温度・地中温度(2003年10月～　1時間に1度)
日射量(2003年10月～　1時間に1度)
湿度(2003年10月～　1時間に1度)
積雪深(2003年10月～　1時間に1度)
風向・風速(2003年10月～　1時間に1度)
雨量(2003年10月～　1時間に1度)
※櫛石山気象観測施設には2009年より定点カメラを設置
<二ツ森>
計測開始:2000年11月
測定項目および間隔:
外気温度(2000年11月～　1時間に1度)
日射量(2000年11月～　1時間に1度)
積雪深(2000年11月～　1時間に1度)
風向・風速(2000年11月～　1時間に1度)
雨量(2003年６月～　1時間に1度)
<西目屋>
計測開始:1997年3月
測定項目および間隔:
外気温度(1997年3月～　1時間に1度)
日射量(1997年3月～　1時間に1度)
積雪深(1997年3月～　1時間に1度)
風向・風速(1997年3月～　1時間に1度)
雨量(1997年3月～　1時間に1度)
※１ 積雪のみ寒候年（前年8月～当年7月）で表す。

≪原本（データ）の帰属について≫

周辺地域

.

核心地域

位置図添付

（核心地域・緩衝地域）
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■　櫛石山における外気温度の推移(2008～)

■　櫛石山における地中温度の推移(2008～)

■　櫛石山における降雨量の推移(2008～)

■　櫛石山における積雪深の推移(2007～)

備　考
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■　二ツ森における外気温度の推移(2008～)

■　二ツ森における降雨量の推移(2008～)

■　二ツ森における積雪深の推移(2008～)

備　考
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